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経済学研究 35-1
北海道大学 1985.6 

ヴェストプロイセンにおけるネ}デルラント系

メンノ}派コロニ}の形成とその経済活動

(1525 -1772) (2) 

石坂昭雄

目次

I 序

E ネーデ、ルラントにおける宗教改革運動と再洗

礼派

班 16世紀初頭のヴェストプロイセン

(以上第34巻第4号)

IVブロイセン公園におけるネーデルラン

ト人の移住とその挫折 (1527~ 1563) 

このように，多数の聖餐象徴主義者や再洗礼

派のネーデルラント人亡命者を迎えたプロイセ

ンにあって，最初に彼等を受容れ，農村や都市

近郊にその定住地を提供したのは，丁度1525年

に宗教改革を実行して世俗の領邦プロイセン公

園に脱皮したばかりの旧ドイツ騎士回国家，オ

ストプロイセンであった。

すでに述べたように， ドイツ騎士団最後の総

長アルプレヒト・フォン・プランデンブノレク

は， 1519年にポーランドに対する最後の反撃に

失敗した後， 1525年 4年間の休戦明けととも

に，遂にドイツ騎士回国家の世俗化に踏み切

り， ドイツで始まったばかりの福音主義を導入

し，オストプロイセンをポーランド王の封土た

るプロイセン公園 Herzogtu，m Preusenに改

組した。こうして，ポーランドとドイツ騎士団

国家との宿年の抗争'は，前者の優位の下に一応

の決着がつき，プロイセンの地に平和が娃った

とはいえ，長年の戦乱は大きな傷痕を残したの

である。そもそも，新領邦プロイセン公国の東

部のリタウエン Lithauenや東南部のマズーレ

ンは， ~荒地~ Wildnisと呼ばれる人家も稀な

低湿地や沼沢地ないし森林地帯であり， ドイツ

騎士団領時代からの開拓は専ら中央部や西部に

限られていた。しかし，ポーランド領と境を接

する高地地方 Oberlandの荒廃は著しく， 多

くの住民や家畜が殺傷され，残った農民はポー

ランドやエルムラント司教領に逃れ，何百もの

村落が消え失せて耕地や牧草地は濯木の生い茂

るに任されていた。例えば，ホーラント大管区

Hauptamt Holland (Preusisch-Holland)の

シュマウフ Schmauch教区では， 1543年にな

っても19の所領中， 10村は完全に無人と化して

おり，完全に占有されていたのは6ヶ村に過ぎ

なかった。 同じくミュールハウゼン Muhlha司

usen教区でも， 14ヶ村中6ケ村は廃撞と化し，

完全に利用されていたのは4ケ村に過ぎなかっ

た向。このような状況の下で，新しい領邦君主

アノレプレヒトは， ポーランド人やリトワニア人

農民ーーとりわけプロテスタントのーーの『荒

地』への移住奨励と平行して40) 早くも1527年

39) Schumacher， Niederlandische Ansiedlung， S. 
21-22， Anm. 67. 
40) Kuhn， Geschichte der deutschen Ostsiedlung， 
S. 6-22， 27-31. 
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に荒廃した高地地方の復興の一環として，ネ

デノレラント人の入離を試みたのである。

このネ…デルラント人移E誌による入植の檎懇

がどのような経緯で浮び上ってきたかは全く不

拐であるが， もともとこの検特←一一ホーラント

という地名が示す通り一一東部 γイツ様畏の時

代にネ…デノレラントから多数の農民を受入れて

いたのであり，その流入は14散紀から杜絶えた

とは!いえ，ダンヅィヒやケーニスペルクなど安

じてネーデルラントとの交読は盛んであっ

た。それゆえ，ネーデノレラント農村に過灘人

民 とりわけ土地主ど失った農民が多数滞留し，

条件次第では題外の植民に応ずる可能性も芸ろっ

たことは良く知られていたと翠われるし，現に

1516年にデンマークミ五クリスチャン二世の招き

で， 184人の主として北ホラント出身のネ…デ

ノレラシト人農民がプマーゲル島 Amager 

府コペンハーゲンの予算〉に入植していたれ込

まず1527年，ヘンドジック・クラースゾ…ン

〈アルクマ…ノレ出身) Hendrik Cla部 z.van 

Alkmaar とトーマス・ラウレンスゾーン(シ

ント・7 ールテン出身)Thomas Laurensz. van 

St.沼紛rtenのこ人の穏民請負人Lokator(ホ

ラント人の頭領 derHollender Hauptmann) 

が，ホーラント大管じまi乃の6ヶ村， 即ちボノLう炉、

ネγBordehnenくパルダイン Bardeyn)，シ

ュマウフ Schmauch，ティーアバッハ Thiか

ずbach(Tyrbach)， l}ーベナウLiebenau，ヅ

レγネン Plehl).en， 口ービットハイム (Pr. 

Robitheim)の内?合計420古クルム・フーブ

品 altkulmischeHufe (7056ha)および付属

する森林・放牧地・曜水林の払下げを受け

その条件は，大凡次のようなものであった。

c1 )，入植者はグルム法による zueolmischen 
rechten土地保有権と人格的自治を保証され，

(2 )，村長 Schulz と牧街î~選任しうる。村長

は，他のタノレム法村落の場合と詞様，街道裁轄

権Straβengerichtを除くすべての下級裁手o権
Kleine Gerichtを持能できる。 (3)，この6

41) Kuhn， a. a. 0.， S. 51 ff. 

ケ村に 100家族な入犠させる。 (4)，地代は総

額で年400マルクとする。ただし，最初の3

罷拭免除する。 (5)，当該6ヶ村内で自由に魚

・鵠鳥を行Lらまた家墨・納屋の建築のため

に必要な木材を釦上告すのな雷、められる。 (6)， 

蹴役 Scharwerkは免除されるが，他の役務，

謹税，即iQC臨時〕鎖邦税 Landsteurや民
兵 Landwerげなどの軍役は他の農民間様果す

ことを義務づけられていた問。

このように，ネーデルラント人の湖拓地で

は，ネーデノレラントで一般的に見られた穣行，

即ち持E誌が村長を選依する自治村長 Nachbar-

schulz方式と， 東部ドイツ議民以来この地で

行われていた譲負人の世襲村長持ういわゆる統

治村長regierenderSchulzの中聞の形態な採

り，村長は，藷負人〈頭領Hauptmann)の下

位にあって行政・裁判の実務を担当した。な

お，牧部の長命権は，ネーデノレラント人の独自

の，領邦教会 (Jレター派〉からは臨たりのある

したからではなく，

上の跨題への鹿惑に出たものであろう。まずこ，

この当時は，持洗礼抵の兵役葉苔の思想が入植

者の諸に全く晃られなかったことは， この契約

42)入者章特許:伏明記wielligungder Hollender vnd 
zwlassung， den 31. Januar 1527， wiederged-
ruckt 泌 Schumach日r，NiederlandischeA抄
siedlung， S. 164…5)を参照。緩々の公的競役の
免除は跨墾労働のゑ経への舵患であったが， 同時
にネ…デノレラント人側もこれらの賦役を嫌ってい

たのであろうo tt:.お，ここで述べられている綴役
には， 敬罪寺の運搬・築滅賦役立〉他，村長以下一村

して兵役に加わる還義務が含まれて

いた。 阿部議室t弘前掲審177J{。なお，街滋意文判
機 Stra恥 ngerkhtとは，村落内を透過している
街滋たの犯罪について当該村落ではなく

が保殺している裁判機会指す。
この特許状によれば， 議当地はー?をî~ ワ 4 ツー

ブおとなり， ドイツ騎二七回時代のドイツ人農民の
平均2フープェを大き越えているが， その中には

原聖子・森林の部分もfきまれるものと怒われる。
43)ドイツ勝二ヒ問時代の議ゑ人 Lokatorは 村長誌の

地位を兼ね 4~6 フープェの免租フープ広およ
び下級裁判総収入の%を与えられた代ワに 軽装
備の車道馬主事役な負っていた。 Schumach告r，a. a. 
0.， S. 86~7. 持部謹私言言掲議委， 173J言。
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から見ても明らかである。

しかL，長年放置され荒れるに任された農牧

地をもとに戻す作業は事実上開墾に等しく，ま

たネーデルラント人農民もこのような仕事には

全く不慣れであったから，予定の入植者が集ま

らず，入植者の一部さえもダンツィヒに退散す

る有様であった。こうして，請負人のクラース

ゾーン自身も入植の失敗を認めてポーランド領

プロイセンに逃亡してしまった。残されたネー

デ、ルラント人農民は，ヘラーノレト・ファン・ウ

ォルメル Geraardvan W ormerを頭領に選
び，アルプレヒト公から 150マルクの資金と穀

物の前貸を受け，入植地をボルデーネンに集中

じて再起を計った。そして1529年，新しい特許

状 Handvesteを交付された。その内容は， 27 

年のものをほぼ引継いでいるが，地代はプーフ

ェ当り 4マルクに変更された44)。入植者達はネ

ーデルラントに徴募人を派しあるいは手紙でこ

の入植地の有望なることを宣伝したため，故国

で、出大きな反響を喚び， 200家族もの希望者が

現れた。その結果，その代表者3人がケーニヒ

スペルクに赴いてs アルプレヒト公と直接入植

条件を交渉したが折合わず，大量移住は実現せ

ずに終った。それでも， ボノレデーネンを中心に

新しい入植者を'迎えたが，入植者内部の不和・

家畜の疫病・狼の害などで入植者の窮迫が続

く。かくて，実際の入植地は，ボルデーネン25

フープェ，ローピットハイム 6， リーベナウ10

に止まり，残り 3ケ村 166フープェは依然荒れ

たま L放置されていた。このような入植の停屯

は，すぐ後に触れるようなノレター派=領邦教会

側のネーデルラント人の信仰への嫌疑や反感と

相侯って， 領邦側の態度を厳しいものにして

いった。 こうして， 1536年， ホーラント大管

区長エック・フォン・レヅピハウ Eck von 

Reppichau は 6ヶ村中の未住のフープェを

44) Schumacher， a. a. 0.， S. 24， 166-7.このフー
フェ当り 4，ノレクという貢租は， 騎土戦争以前の
一般の村落の負担一一 0.5へへ~1

と較べるとかなり重かつた。

回収し， ドイツ人やポーランド人の農民にこれ

を分与した。もちろん，ネーデルラント人が彼

等と混住する破目には陥らなかったとはいえ，

ネーデルラント人のみの独立教区を維持して行

くことは困難となった。それでもなお，最初の

移住者たちは， ボルデーネンに踏み止まってい

た。

しかし，その後またネーデルラント人の亡命

者が増え始めたため，アルプレヒト公は，再び

ホーラント大管区内に新しい入植地を計画し

た。こうして， ヘルマン・ザッセン Herman

Sassen，ニクラーセン・ゼーラント Nic1assen

Selandt，メノレテン・ヤンセン MerttenJanse， 

フーゴー・フォン・ハーゲン Hugovon Hagen， 

パウノレ・ラウ PaulLau， ピーテル・ヤコブス

ゾーン PieterJacobszoonの6名を代表とす

るネーテ、ルランド人と， 1538年11月に交渉が進

み， 1539年2月，廃村となっていた公領地シェ

ーンベルク Schonbergの40フーフェが下付さ

れた4針。これらの入植者は，世襲クノレム農民の

資格で土地保有権を認められ，最初の5年聞は

猶予，後年200マルク(フープェ当り 5マルク)

を負担することと定められ， 他方一切の賦役

一一風水車・道路・橋などーーが免除され，ま

た軍役義務も削除されていた。なお，入植地の

不足の場合には，南隣の廃村ユーデンドルフ

(40フーフェ)が追加されることとなってい

45)代表者のうち， ヘルマン・ザッセンは北ネーデル

ラント(デーフェンテノレ) で再洗礼派の説教師と
して活動した人物て、あった。 また， フーゴー・フ
ォン・ハーゲンは， 後に夕、ンツィヒ市領農村の干

拓事業の指導者の一人となったハイへ・マテイス
ゾーン HuygeMatthysz. van Gravenhageで，
彼は， 泥炭製造 plachsnijder，織工，匙作り，
小間物商を経ながら， ス・へノレトーへンボスやフ
アノレケンピュノレフで再洗礼派の布教師として活動
している。 またパウル・ラウは，ポンプ製造業者

の息子で1535年， 異端の嫌疑によりアムステルダ
ムを追放された。 cf.Penner， a. a. 0.， S. 371， 
Anm. 27， 28; H. van Alfen，“Documenten 
betteffende Jan van Sol en zijn Voorstel 
tot Vervolging der Wederdopers "" Archief 
voor Nederlandsche Kerkgeschiedenis， Nieu-
we Reeks， dl. 24 (1931)， p. 217. 
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た。

この入植は類調に進み， 40年代初頭にはシェ

ーンベルグの40ツーブ払のみならずユーデンド

ノレブの一部も利用さされていたのそして， ~)レデ

…ネン地区の!日入植地でも，疫病?で18い入植者

の死に絶えた後を新しいネーデルラント人が域

めていた46)。

このような差是梁移民と平行して， ケーニじス

ベノレグ郊外にも，ネーデルラント人の手工業コ

将ニーが誕生した。ヅ口イセン公閣の苔都でi尽

くからの甑港ヶーニユヒスペルグには，ダンツィ

ヒに次いで多数のネーデノレラント人亡命者が磯

路流入していたが， これらの亡命者， とりわ

け手工業者は， ケーニヒスペルク 3市 (1日

A1tstadt， レ…ペニヒト Lobenicht， グナイ

ブホープ Kneiphof)， とりわけ最も多く

みついたクナイヅホ…ブと激しい乾轄を生んで

いた。市当局は，当鍔への説的態度，五ろるい

は30年代以降は兵端的信部を理由に長年の欝行

に逆って彼等への市民権賦与〈従ってツンフト

に加入し営業を営む権科〉を拒否し，市民に後

等への貸家を禁じ， しばしば正当な手続きを取

らずに投獄していた。アルヅレヒト公は，ネー

デノレラント側の報援を慰傘Lて，市当局にネ

デノレラント人商人の扱いを和けよ、るよう命じた

が， 同時にネ}テソレラント入手工業者のもたら

した新しい工業の吸収にも大きな利益を認めて

いた。そこで会誌一種の妥協策として， 1540年

に， ケーニとスペルクの北撲の公領地問ースガ

ノレテンRosgarten(潟の御料牧場)， トラーグ

46) Schumacher， a. a. 0.， S. 44-5.入植特許状
(Der Hollender voグschreibungzu Hollandt， 
in Sc1)Umacher， a. a. 0.， S.176...:ちでは zwu
marckと記されているが，これは zwuhundert
の誤訟で、あろう。なお，宗教事療については， ll'妓
存の当該鎖郊令に従"¥J1vormege vns母rderha暢
lb♀n ausg邑gangen悲nLandts Ordnung gemes 
とのみ定められていた。 このような採決礼派の集
団一一後述するように， プロイ勺ン公開内ですで
に機々の紛識の稜であったーーを受移れたのは，

とりあげ， 品ントブ品ノレダーという“有力な側近の

とワなしの務℃あろう。

ハイム Tragheim， ザックハイム Sackheim

を彼等に開放して土地の震借と営業を認め，

1542年にはこれら 3村を自治体 Freiheitに昇

させた。こうして， ここは多数の麻織Iや商

人に加えて，大工・左官.15工・肉屋・ピーノレ
語表造業 e酪農業など， ケーぷヒスペノレクの手工

と競合する色々の職種が営まれていた判。

しかし， このようなネ…デノレラント人亡命者

に対する現地ドイツ入ルタ…派の反感は次第に

強まり，非/レタ…派取締りを要求する強し

が公に加って来た。アルプジヒト公自身は， ド

イツ藷侯に先塁悪けてノレター派に帰依したもの

の， 1弘0年代までは，決して厳格なノレター派の

立場に立ってはいなかったのみならず，被の側

近には，急進的福音ヨミ識者や蒋洗礼派運動にも

関わりを持つ人々が幾入も見られた。 とりわ

ドイツ騎士伝部時代からアルプレ k ト公の第

一の額捕で応ったフリ…ドリ、ソヒ・ブォン eハ

イデ、 γ グ FreiherrFriedrich von Heydeck 

は， シ品レージ品ンで宥名 Spir-

itualist カスノミ…/レ・シ品ヴコエンクブェ/レト

Caspar Schwenckfeldと援し，設との文通を

続けただけでなく，その所領双ハニスブルグ

Johannisburgにシュレ…ジェンから説教師を

招き仁持派の亡命者すと受容れてさえいた48)。ま

ずこ1536年から顧陪に加ったクザスチプン・コユン

トフェルダ-Christian Entfelderも， 1526 

~27年にそラヴィアの蒋洗礼派の説教舗を勤め

たことがあったし，有名な急進的稿音主義者で

カールシ a タットの盟友ゲ…ブハ/レト・ヴェス

47) Schumacher， a. a. 0.， S. 48-52.これらFreiheit
の徐氏は， 賦役童話務を負わされており，
ってとれを擬供しなければならなかった。
タナイプホーフは市内へのネーテツレラント人流

入は嫌ったが，子行領農村 Lehe民謡guterへは同
じ1527年から， アルプレヒトの計闘と競合ナる形
で彼等念入植さぜようと試み丈こ。
48) 1531年12Jl 29臼3 ラスデンブノレク Rastenburg 
で，公およびハイデック隣席の下lこ， シaヴエン

タブ広ノレトと， ルタ一言葉の機導者シュベラ…トゥ
スPaulusSperatusとの公際討論が行われてい
る。
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タ一アールク自身， 1542/3年にアルプレヒトの宮

廷に滞在していた。加えて，宮廷には，ホラiン

ト派 diehol1andische Hofpartei， たとえば

侍医のプリセウス Johann Pryseus; 図書

館長のポリフェームス FelixPolyphemus

(Konig 1534年より)， さらににはエルピング

のギムナジウムの校長職を逐われたグナフェウ

ス WillemGnapheus (公顧問.学院Padago司

giumの校長， 1542年より)， などの有力者が

仕えていた49)。アルプレヒト公が，彼自身は積

極的寛容政策を採ったわけではなかったにせ

よ，これらのネーデルラント人を受容れたの

も，こうした側近のとりなしのゆえであった叫。

もちろん，ルタ一派の領邦教会は，このよう

なネーデルラント人の信仰には疑いを隠さず，

まだ再洗礼派が殆ど流入していなかった1534年

に，ルタ一派の神学者でアノレプレヒト公の顧問

でもあり，ホーラント大管区の地帯を統轄する

ポメザニエン可教パウノレス・シュペラートゥス

Paulus Speratusが， wさまよえるオランダ人

べ一一一プロイセンに迷い込んだネーデルラント

人聖餐象徴主義者へ一一~ Ad batavos vaga-

ntes， Ad belgas in Prussia errantes sacr-

amentariosと題するパンフレットを出して，

彼等の信仰が正統的ルタ一派=領邦教会からか

け離れていることを論難した。彼等に代って当

時エルピングに住んでいたグナフェウスが匿名

49) Penner， Die ost-undωestρreusischen Menn-
oniten， S. 16-17，41-42; Schumacher， a. a. 0.， 
S. 54 ff.;この他， 故郷のニーダーラインに帰っ
て， ヴェスターブ、ノレクを援けて論陣を張っていた

旧騎士団元自由 Ord巴nmarschallのイーゼンブノレ
ク伯 Wi1helm，Graf von Isenburgも， プロイ
センに色々の影響を及ぼした。
50)ただしアルプレヒト公自身は， 再洗礼派を積極
的に保護したことはなく， 1532年にこの問題につ
いてノレターの助言を求め， また1535年には，ネー
デルラントなみの厳しい再洗礼派取締りの勅令を
発布している。 Unruh， a. a. 0.， S. 103. 1535 
年には， モラヴィアから逐われたフッタ一派の一
部60家族がマリーエンヴェノレダーに到着したとい
われてし、る。その大部分は国外に追放されたが，

一部はハイデックの保護の下に残留したと伝えら

れる。

でこれに答えているが，この論争はさし当って

領邦国家側の特別の対応を引き出しはしなかっ

た51)。しかし， 1536年頃から，再洗礼派が多数

入り込み，新生児の洗礼を命ずる村長の命に服

さなかった。そして，教会令の定める儀式は無

視じ，牧師を置かず， 自分たちのみで集会を聞

いて仲間から任命された説教師 Predigerが説

教に当っていた。こうした中で，等族議会をバ

ックにしたルタ一派教会の強い圧力の前に， ア

ルプレヒト公も， 1543年，遂に全国の教会監察

Examinationに踏みきり， 領邦教会令に合致

せぬ信仰の持主を追放することを決意した。し

かも，ハイデックはすでになく (1536年死去)，

グナフェウスらのフマニストたちも，再洗礼派

を積極的に庇おうとはしなかった。ネーデノレラ

ント人農民は追放の猶予を歎願したが，公は残

留希望者に対し，ケーニスペルクに出頭して自

らの謬ちを取消すことを厳命し，結局， ボノレデ

ーネンとシェーンベノレクの少数を除き， ケーニ

スベノレク近郊を含め，殆ど全員がポーランド領

プロイセンに退散した。そして宮廷にあって

も， グナフェウスはその国際的名声のゆえにド

イツ人の大学関係者に妬まれており，その非正

統派の信仰を攻撃され1547年にオストフリース

ラントのエムデンに去らねばならなかった♂220

こうして，その後も1547年， 1550年と繰り返え

される教会監察 Visitationによって，ネーデ

ルラント人亡命者達はますます厳しい監視下に

置かれた53)。

51)シュベラートゥスのパンフレットの原文は18世紀
に失われ， 今日に伝わっていないが，グナフェウ
スの反論は Schumacher，a・a.0.， S. 172-4. 
52) Schumacher， a. a. 0.， S. 46-7， 63.ネーデノレラ
ント人亡命者の入植について， ポリフェームス
は，予めIi幼児洗礼を実行し，また騒ぎを起さ
ぬならば，公は再洗礼派をも許容するJlf. g. die 
widderteuffer wol dulden wi1t， wenn sie ihre 
kyndern lassen teu妊enund nicht auffrur 
machenという条件を伝えていたoebenda， Anh-
ang， VII， VIII. 
53) 1554/5年には，村長ゲルト・マーラーG巴rtMaler 
が 免租フーフェを認められ， 残り40フーフェを
10年以内に入植させることを命ぜられている。
1556年，村長はアドリアン・ブロリッセン Adrian
Florissen (後述29頁)に代っている。
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然るに，後述するように， 1547年以降〆ンツ

ノレピン?グが，その市鎖農村の低濃地に

ネ…デノレラント系蒋洗礼派を入植させるのに成

じ， レかも高い地代を得たことは，プ p イセ

ン公園でもその入植許闘を再浮上させることに

なった。 1556年，ダンツィヒに住んで、いたネ…

デノレラント人ヤン・ファン・ソノレ JanvanSo1 

は，ダンツィとに態増してきたネιーデ/レラント

人亡命者のために，おノレピング市僚に境令接す

るグ戸イルスペルク Greu1sberg (44ブ…フ

ェ)，ユーデンドルフ (40フーフェ)， r'j'ィ--lt

Wiese (12ブーブェ)， そして必獲があれば

ティーアバッハのi日入j畿地， さらにドラウゼ

ン湖に面した森林・牧草地， ぷヅーヴァノレト

Ellerwaldおよびブヲイテ・ヴィ…ゼ Breite

Wieseの合計209フーブ.:c (3553 ha) の払下

げを交渉し， 1558年2月6日， ょうやく許可が

おりもた。この許可状によると，入植者は前閉と

問じくグルム法による保有権と村落自治を認め

られ，地誌は58年より12年間1ブ…ブェ当り

1Y2マルタ， その後は3マルクと定められ，ま

た龍の農民持様，進路・ 1橋・泉水車・水路・

会建設の賦役女義務づけられた。そして，窓餐

象徴主義者や再洗礼派などの教被はもちろん，

ノレタ…派以外の入織は禁ぜられた。また，入植

者は立退きに献しては，大管区長の認める然る

べき代人を立てることを義務づけられた制〉。こ

の入植は頼調に進み 4月には住居の建築が始め

54)請負人ヤン・ツァン・ソノレJanvan 801札 1520
年頃， 災僚のため故郷のドルトレヒト合逃亡して
ダンツィとに住みついていた抗 1550年丸ブリ
ュッセノレi'と現れ， ダンツィとめ存洗礼派に関ずる

と翁効な撲滅策を政府に売。込んだことで知
られている。 Vgl.，V証n，Alfen， a.叫んこのような
人物が， なぜこの入櫛計践のリーダーになりえた
のかは不明で、あるが妻 後は，ホーラント大管IK;!芝
ハソス.7 "ン・ヴィットマンスドノレブ Hansvon 
Wittmannsdorfに話を持、込み， さらに営廷千j
説教帥ーョーハン・ブンク JohannFunk IJ)斡旋に
よって公との交委主に入った。アノレブ。レ紋トは， 最

初の12年をど2マノレク，後， ダンツィヒ市綴農村の
例に倣って ω一一4"7ノレタとするよう:希望じたが，
j二述の線に決交仏 代りに後々の賦役義務が残さ
れた。 Schum説cher，a. a. 0.， S. 178-181. 

られたが，ここでつたをな障害に芯き当った。そ

れ枕，アルブレピト公の舗が，この入績でグ P

イノレスペルクの!日ラ授の住民が蒙った損失望ピ新移

伎者に負怒させようと計ったこと，そして何よ

りも，入補者の信仰についての撃を祭が行われる

とL、う噂カ覗れたことにより，多くの入植者が

土地を棄ててダンツィヒに逃げ帰ったためだあ

る。その一部は，新しい移住希望者によっlて埋

められたが，彼等は個々の農家に広い土地の払

下げを求め， 4~3.5 ブ…フェ添位でできるだ

け多数の農誌の定住者ど狙う公の要求と折合わな f

かった。こうして，公は59年8JLヤン・ブア
ン・ソルとの契約を破棄し， ドイツ人やポーラ

ンド人農民を代りtに入植さ必た。こうして，残

された少数のネーデルラント系農民は，これら

ノレタ…派ドイツ人の波に容み込まれ， 1590年墳

にはもはやその痕島惑を止めていなかっ

このように， ブロイセン公闘では，ノレター派

の領邦教会・都市，そして等族議会の強い庄カ

の下に， 40年代以降帯、洗礼派に不寛容政策が採

られ， このことがネーデルラント系農民の退散

を惹越した。しかも，入積地として割当てられ

たホーラント大管区の村々は，むしろ三潤制に

よる したlI:睦土患であり， ネーデノレラン

入 とりわけホラントやブ歩一スラントの低握

地公認離農地帯の出身者には，その顎製作業は困

難を犠めたのである。しかも，髄良な牧草地に

く，また近くに有力な農産物市場のないこ

の地で，故郷と隠様の農業経営を再現すること

は不可能であった刊〉。こうしたネーデルラント

系農民の入植の不調が公やその側近に，高洗礼

派を黙認するだけの経済的動壌を奪い，代りに

丘陵地の開墾労畿に慣れたドイツ人やポ…ラ

55) ebenda， S. 72-3. 
56)たとえ， 十分な牧1李総会与えられたとしても，酪
幾多提言旨発差是認せるためには十分な浴場が確保され
ねばならなし、。 しかし 1526年の綴邦令により各
都市は周辺農村役禁昔話でに置され これら入植地は
ホ…ヲント市場?とj出荷する義務を線せらオし 事災

この都市がうた実権を行使したのであったから 費者
農業の発展はこの点でも大きな障害にぶつかって

いた。
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ンド人農民を定住させることになったのであ

る5710

V 夕、ンツィヒ・エルピング両市の

ネーデJ!-ラント系メンノ一派

ととろで，先に述べたように，ネーデルラン

トを逃れてプロイセンに渡った宗教亡命者の多

くは， とりあえずダンツィヒやエルピングの港

に上陸したのであり，その多くが都市の商人・

手工業者，あるいは農村工業の生産者たち芝、あ

ったから，むしろ都市内への定住を希望してい

たことはいうまでもなし、。しかし，海上貿易を

事実上ネーデルラント人に譲り渡し，ますます

ポーランド内陸部との取引にその基盤を移しつ

つあったこの両市にとって，季節的に訪れるネ

ーデルラント船や商人，あるいはその代理人と

して夏期だけ滞在する居留者Liegerは歓迎し

うるものの，ネーデルラント人がここに定住し

て商業や手工業に従事することは，恐るべき競

争者の出現に他ならなかった。ダンツィヒやエ

ルビングは， ポーランド王への服属に当り，

1485年に非市民 Unburgerのプロイセン全土

での取引やツンフト加入(従って手工業従事)

を禁止する特許状を認められたから，市民権を

取得できぬ限り，一切の経済活動は非合法とさ

れたが時，ルタ一派が勢力をえたこの両市は，

ルタ一派以外の諸派一一ポーランドに対する配

慮からカトリックは別にしてーーを一切新市民

として迎え入れなかった。とりわけ，再洗礼派

=メンノ一派は，ルタ一派教会から見ても危険

な集団と考えられ， とくに1535年のミュンスタ

ー事件により，政権転覆を計る暴力集団のレッ

57)なお，最後に1582年に， アントウェルベン出身の
ハンス・グラース・ファン・デア・ライェン Hans
Clas van der Leyhenが， ケーニヒスベルクよ
りプレーゲノレ川を遡った低湿地に，再洗礼派以外，
しかも農奴以外の農民を定住させる契約を結んだ
が， そのような農民をうることができず中止され
た。 Penner，Die ost-und wesstρreusischen 
Mennoniten， S. 44. 
58) Szper， a. w， p. 34. 

テルを貼られることになったし，また手工業者

層も，ルタ一派の牧師たちと同様，潜在的競争

相手のネーデルラント人排撃の先頭に立ってい

た。また，飽くまでもカトリックの立場に立ち

再洗礼派を排撃しようとするポーランド王の圧

力も陰に陽に加って品、た。他方で， メンノ一派

の側も，市民としての宣誓と兵役を拒否する以

上，特別の配慮を設けぬ限り市民の資格は取得

しえなかったのである。

こうした中で，ダンツィヒは早くも1539年か

ら再洗礼派の追放， とりわけ市内(城壁内)か

らの追放、を試みたものの，絶えず流入してくる

亡命者の前に実効は不十分で， 1545年， 1552年，

66年， 72年と再三繰返されたので、ある 59)。しか

も，市内を逐われた再洗礼派は，ダンツィヒの

すぐ西郊にあるヴウォツワヴェッグ(レースラ

ウ)司教の領地，アルト・ショットラント A1t-

Schottland，ホッベンブルッフ Hoppenbruch，

シトリッツ Schidlitz， シュトルツェンベルグ

Stolzen berg， あるいは北西にある市域外のノ

イ・ショットラント Neu -Schottlandに定住

し，土地を賃借し麻織物工業をはじめ各種の手

工業を営んでいた。このことは勿論，ダンツィ

ヒの手工業ツンフトの憤激の的となったので、あ

り，市当局は司教に対し，彼等の追放を再三申

し入れ，また国王を通じて働きかけたが，司教

59) Simson， a. a. 0.， I!， S. 161; E. Keyser，“ Die 
Nieder1ande und das WeichsellandヘDeuts.
ches Archiv fur Landes-und Volksforschung， 
VI-1j2 (1942)， 161.ポーランド王ズィグムント
二世アウグストは1556年， プロイセン議会で再洗
礼派の追放を要求し， 1566年には， 再度そのため
の具体的方策を樹てることを求めた。 また1586年
に， オランダ独立戦争の余波(アントウェノレベン
陥落) で亡命者が急増することを恐れた、ンュテフ
ァン・バトーリ王は， ダンツィヒ市当局に『宗教

を変え国家を転覆しようと計るベストのごとき人
間~ hanc pestem hominum， qui et religio. 
nem mutar巴 etstatum turbare assuetiを市

内に入れぬよう強い警告を送った。 Vgl.， A. 
Goertz，“ Mennoniten in den Thorner Nie-
derungen"， Westpreusenゾahrbuch，1963，124;
G. W. Kernkamp. (ed.)， Baltische Archivalia 
('s-Gravenhage， 1921)， p. 273. 
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は終始彼等を保護し続けた。それは， w騎士畿

でドイツ騎士間緩や焼~払われ荒廃したこ

の所領を穣輿させ高い地代を支払ってくれ

洗礼読は貴重な収入複であったい司教から見

ればカト予ッグ教会からの離反者であるダンヅ

ィたの敵を保護するのに明らの籍淳も感じなか

った。こうして，この飛地は，ダンツィヒ地i玄

メンノ一派のや心となり， フヲンドノレ派がここ

ていた別、そして，後には，ネー

うわしラント人やスコットランド人，イングラン

ド人などのカノレヴァン派もここに住みつきに

間を形成していた61)。

市当局は， 1565年にノイ・ショッ卜ラントを

60)このうちホッペンブノレッブは， ペルブザン修遂続
Kloster Pelplinのまえ期借地で， さらに， 喜多くの

住民?と又資されていた。 1619年当時， ここの61章子
水 23~がメンノー派で〈麻織二に 3 ， '13綴土1，
手工業者1を含む).このイ払カルウ、ァン派のス立
ットランド人， スイス人， ドイツ会長長からの来住

者〔洋市民〉が集っていた。 Vgl. ， H. Wiebe， 
“Ein Beitrag zur・Frag告 derHerkunft d悲T
Danziger Stadtmennoniten. ひた visitatio 
Hoppenbruchensis Anno 1619， 6 July instit-
utaヘMitteilungendes SiPpenverhandes der 
Danziger Men潟oniten-Famili側 EpρωK抑制剛
howen-Zimη~ermann， VI く1941)，7-10.ダンツ

ィヒのレースラウ司教?と対する再洗礼派ココメンノ

…派追放の要求比 P.Simson. a. a. O. ， S. 232. 
(1559年).343 (157苦々 うなど。
メγ/一自身も， この教部を訪れたといわれ，

その後， 高弟ディノレグ‘フィリップスが1561-7
長老の徐に就いていた。 1550年tこうもに述べた

ヤン・ファン・ソノvのブ Dγ セル政府への提案
によると， この教団には，秘1i.扶助淡金 buyldr-
agerがあり， 舞しい儀後tこ営業資金主ど走者出して
L 、ずこo V註nAlfen， a. W.， p. 216. 

吾1)カノレグァン派〈ネーデノレラント人， スコヅトラン

ト人，九イス人〉の教会も1570年から設立されたo
Arndt， "Die Danziger reformierte Gεmei組
nde bis zu ihrer staatsr記chtlich告nAnerken-
nung im J韮hre1652 "， Refo仰がerteKirchen-
zeitung， 78. Jrg.， Nr¥29(den 15. Juli) u. 
Nr. 30 (den 22. Juli 1認め.
なお， 1570年にネーデノレラントから亡命した製
紙工， あるいは1575年に向じくネーデノレラント南
部予ンピュノレフ公留から移住した毛織工 Tuchm“

acherも，これら郊外に定住したものと慾われる
が言李総は不明であるの Simson，a. a. 0.， I!， S. 
675. 

:露収し，この地に住みついたメンノー派を追放

したものの，結賠アノレト・シ誼ヅトヅントの一

角には手をつけることができず， 16世紀末から

は， 自ら城壁外の郊外地 f底調地~ Garten， 

とりわけノイガルテン Neugartenやすごントグ

ルーベン Sandgruben，ラングカツしテン Lang・‘

garten， オーラ Ohra， ベ…テルスハーゲン

Petershagen での借地主ど許して地代収入増を

った

メンノー抵など非市E誌は， ダンツィた市領で

62) Schumach母r，a. a. 0.， S. 37; Keyser， a.仏
0.， S. 612;もちろんこれらの市鎖の線外地での
営業は， 当該ツンフトの成長ないしその許可たえ

たものに凝られていた。これらの非市民の手工業

が， 18世紀合通して一一少くとも公的にー…禁止
されてし、たかどうかは濁らかではないが，ただー

伊U，1653年Iこ市参事会および毛織工z麻織エツン
ブト dasWerck der Zuchner und der Leine-

wぬ告rが市外(とりわけオーラおよびベーテルス
ハーゲン〕居住の50人のネーうわレラント人織布:仁
と次の協約を絡んどいる。即ち，1.これら織布、守:

は， ホラント=ブラパント織に限り 2年当ど篠弘
注文生産を許すが， 浴場向機売は一切許可しな

い。 2.問屋鋭あるいは作業場による生足立・5反発念
行っているもののために働くこと合禁止する。(1.

Sollen ihren 50 Werck詩句11即 時 Y斡 nstigt
sεin ride auf zwei J品hrallein zu hauslich在n
Gebrauch， um den Lohn zu arbeit邑n註bson-
d邑rlichholl珪ndisch色 undbrabantische Aゎ
beit， d邑rder eigen車工1Arbeit aber auff den 
Kauff， wie si告 magnahmen hab恐n，sollen 
laut F. F. Raths Schluβvon Anno 1644 
ganzlich母nthlt記n. 2. So11告ndie den L母uten
wis悲ntlichnicht arbeiten， die mitLeinweber-
waren rohdern oder Kauffmannschaft trei繍
ben und dem Werck zu schaden offenbar 
lad悲nhalt思n，inb日sonderh日itdi母ihrBurger-
recht zu v宮内部総出 ausdem Werck g母tr-

eten.)ここのうち，獲さ怒にメンノ…派と数窓される
のは， 16~で、あった。

この飽， これら簿外地のそF工業としては指物
師・毛織職人・潟ヱ・パン盤・ビール醸造業など

のもぐり滋業 Bonhas告が挙げられているが2
その…者s， とりわけノレタ…派のドイツ人やカルヴ
ァン派は議々市民権言どえたので草うろう。 Vgl.，
H. Penn告rs-Ellwart，Die .Danziger Burgeれ
schaft nachHerkunft und Beruf 153アー1709
(B母itragezur Geschichte und Landesl印 nd邑
Ost-Mitteleuropas， hrsg. von J. G. Herder-
Institut， Nr. 13; Marburg(Lahn， 1954)8.25. 
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は土地・家屋などの不動産の取得(登記)が認

められず，彼等は他の市民の名儀を借り，また

法務官 Instigatorに多額の金を贈って黙認し

てもらわねばならなかった。後1603年に漸く不

動産所有が公認されたが， 1650年再び取消さ

れ，その後1684年， 1710年の請願も拒否され，

プロイセン領編入までこの状態が続くことにな

ったが，郊外については， メンノ一派の実質的

所有地はかなり多かったと思われる 63)。

このような市外居住の非市民に市内居住が許

されることになうたのは，漸く1656年以降のこ

とである。即ち，スウェーデン軍に焼払われた

ノイ・ショットラントから21家族が市内への避

難を許され，それ以後市内居住者も漸増してい

った。しかし，彼等は，ユダヤ人同様，市民権

を持つことのできぬ被保護民の地位に置かれ

ーーカルウ、アン派は1652年に市民権を認められ

た一一市民よりも重い租税(外国人税 Fremd-

steuer，保護税 Schirmgeld)を負わされてい

た6心。そして，市民権を持たぬゆえにツンフト

に加入できず，既存のツンフトの特権下にある

業種からは締め出されていたのである。それゆ

え， メンノ一派の業種は， ツンフト規制に抵触

しない，ないしは特許状により例外を認められ

た次の分野，絹の縁飾Bortenwirkerei，Posa-

mentierei， 火酒=リキュール製造 Brannt-

wein brennerei， Disti1lateur， コーヒー庖

Cafeに集中していた。

縁飾り一一絹糸や金銀糸の飾紐やそれを縫い

つけたビロード・嬬子・琉泊織などの布地・ボタ

ンなどーーは， アントウェルベンなど南ネーデ

ルラソト渡来の新産業で，ダンツィヒのどのツ

ンフトの特権とも抵触しなかったし，市当局も

市外のみならず市内での製造も黙認し，市民の

63) Szper， a. W.， p. 24-5. 1750年にはノイガルテン
のみで 13人のネーデノレラント人土地所有者の名
が挙げられていた。
64) M. Foltz， Geschichte der Danziger Stadtha. 
ushalts (Quellen und Darstellungen zur 
Geschichte Westpreusens 8; Danzig， 1912)， 
S.230. 

子弟に徒弟として技術を伝習させた。しかし，

1623年に縁飾工ツンフトが結成されてからはメ

ンノ一派の非市民の縁飾り製造への攻撃が強ま

った。ツンフト側は23年，ポーランド王国ヴワ

ティスワフ二世WfatisfawIIに，非市民の縁

飾り製造を禁止するよう訴えたが，国王は一一

恐らくダンツィヒ市当局の意を受けてのことで

あろう一一却って，彼等に徒弟採用の自由・市

内外を問わず小売・卸売・年市での販売の自由

・他の生産者への委託 Reedreiの自由を保証

する特許状を下付している。これに対してツン

アト側は1629年，彼等にツンフト加入を強制し

ようと企てた。しかし市参事会はこれを認め

ず， 彼等非市民製造業者に独自の組合を作ら

せ，徒弟修業証明を発行することを許してい

る。さらに1636年には，彼等に市内外を間わず，

原料の生糸を自由に購入し，羊毛・賂rt毛・絹
糸・金銀糸の紐やボタン・リボンを卸売のみな

らず小売することも認められた。(ただし， 居

舗を構えることは許されず，看板を出せるのみ

であった。) このような特許に対して， 当該ツ

ンフトのみならず小間物商人や絹織物商人の激

しい攻撃が繰返えされ，役人の嫌がらせも続発

したが，遂に1648年には，非市民の製造業者に

よる小売，ならびに非市民からの原材料購入が

禁ぜられ， 1677-81年の4年間には， ポーラン

ド園内を荒れ狂ったソッツィーニ派弾圧の余波

でメンノ一派にもその製造が禁止された65)。

火酒・リキュール蒸留は， 1598年にブラパン

トのリールLier出身のアンプロジウス・ファ

ン・メーレン Ambrosius van Meulenがノ

イ・ショットラントに興したのが皮切りで，

65) Szp巴r，a.ω.， pp. 28-36.これらの縁飾工の経営
内容は不明であるが， ここから分れてケーニヒス
ペルクに移った同じメンノー派の事例から見て
も， 4~10台の織機を集めた集中作業場や問屋制
による下請は珍しくなかったのであろう。 Vgl.，
E. Randt， a. a. 0.， S. 57. 
これらメンノ一派の製造業者は， イタリアや東
インド産の生糸， あるいは半製品をオランダ、やク
レーフェルトなどの同宗派の商人や業者から大量
に買入てれいたのであろう。



26 (26) 事差済然研究 35'-1 

1619年には火油消空費税が設けられ， 1654年には

8軒がどの地に営業していた。そして1655年に

スウヱーデンとの戦争セ郊外が焼打に遭っ

際，市外ヘー道路・水路沿;賠わず一一駁売せ

蘇料を市民から購入すること，を条件

に，市内での製造・小売令市参事会から認めら

れた。その後メンノー採はこの分野を完全に押

さえ， 1660年には市外のノイガノレテンの 2軒な

含め持続を数えた。そしてメンノ…禄の蒸留業

1704年から市民の倍額1オーム Ohm

(137.e )当り 6グルデンの消費税を課せられて
いたにもかかわらず， 18世紀を通じて繁栄を続

け， ファン・ jーレンのラッグス Lachs， ゴ

ールトヴァッサ Goldwasserをはじめとする

〆ンツィヒのヲキュ…ノレの名予告はドイツ

そしてロシア・ツランス・スペイン.rlむしトガ、

ノレにまで鳴り響いて， レッシングの『ミンナ・

ブオン・パノレンへんム~Minna von Barnhelm 

やグライストの f壊れ題Jなどの文学作品にも

して窺しまれていた。これは，彼等が優れ

た5場合技術を誇っていただけでなく，プブアノレ

ツの問宗派の農民から葡菊酒を，またオランダ

の爵援の商人から砂糖や香料を安くJ大量に在入

れることができだことによっていo斡〉。

また， 1700年墳からダンツィヒにもコ-1:::

ーや茶が法わり， 歌手|所の潟沼にもそンベル

Momber，ベーニゲ、ン Beunigen，ウ…テッシ

品 Ute詰ch， ブヲーゼ Friese， ロール?ンス

Coolmansなどいずれもiメンノー派の経営ずる

コーとー惑が並んだ。そして被等は， コーと

・茶のみならず，密や幸容料の取引で志一一香料

商人たちからの激しい非難にもかかわ

66) Penn号r，Die osト undwestp向 usischenMeお路
oniten， S. 97…102; K. Kau忠良howen，“Vom 
'echten doppelten Lachs'， vom Kr註mbamli
und der Danziger Mennnoniten"， Mitteilun・・
gen des Sipp朗自erbandesder D仰 zigerMe-
側出雲iten-FamilienEpp-Kauwe始。we炉 Zim.
m併・刑制務， VI-6 くNovemb邑r 1940)， 181-4; 
Foltz，a a. O."cS. 268. Mennist という務は，
火療蒸留業者と持議に用いられ eiぉkatholischer
Mennistとし、う言言葉さえ現れていた。

殆ど独占的な地位を築いた問。

このように，ダンツィヒのメンノー派は厳し

い差到にもかかわらず少しずつその経演的地位

を向上させていった。 1681空手当時，市内および

郊外 Vorstadtに伎むメンノ…派として112人

の名が挙げられ， うち24.えが商人 1人が金融

Kassiererであり， 火務蒸留業者は42人

に及んでいる o (表V-1 )68)そして， 1700年に
は，ダンツィヒ地区のこつの教団一一ーフランド

ル派とフリースラント派一ーは合せて1000人に

していた服、しかるに， 1734年以来日シア

袋 V-l ダンツィヒ市内および近郊のメンノー

派駿築 (1681年〉

む商 人 24 

2. f.弘幸き・術品伶重要人 2 

3. 金 通車 言書 1襲 1 

4. 工 書長 63 

火 事護 若草 苦言 42 

事象 費留 エ 8 

書長 fき ヨ二 7 
サ イ ヱ 3 

E忘 綴 エ 3 

ふそ の 合主 11 

6. 然 尊義・不 現 11 

言十 112 
V邑rzeichnisder Mennoniten inn記rhalbuぉdauβ姻

erhalb d君rStadt， abgedruckt von P告nner，Die
ost-開 dwestpreusische匁 Men仰匁iten.S. 4砂 71.

67) P母nner;仏 a.0.， S' 210-2. 
68)この漢では 縁飾り製造業務の数は，かなワ少い
ように怒われる。このザストの中では H証役S
Adams， Phillippd邑 V記号rが，
・商品伶殺人として有名でユ火澗蒸留業主義 Abra.
ham Class悲訟も， 同様の雲総務に携ゥた。この他，
18世紀に入って， Jan van Ho悲ck (1669-1737). 
Abraham Dirks君主1 (171告-17詰めなどの強行後
が洩れている。

69)その後後の1708年のベスト吃 フランドル派長老
エングマン Eぉgmann以下408人の命が奪われた
が，その後，ヴェノレダ}地じまの農村からの流入によ

って回復し 174吉年には229~家族(うち38が市内〉

を数え， 137家族は際福， 92が手工淡などに従泰
ずる祭じい家族であワ， このf滋養老院に32名がい
すこ。

このように，ダンツィヒ市内には， 絶えずヴェ

どの幾村からの流入が見られる一方， 市

内在住者勺毒事業に成功したものが， 農村に土地合
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の攻聞を受けて経済的に打撃を蒙ったダンツィ

ヒの手工業者たちからメンノ一派排撃の火の手

が上り，市当局は遂に1749年に火酒蒸留業者・

染色業者・麻織工・毛織物圧縮工に対して，そ

の製品の販売を禁じ，また縁飾工の徒弟採用を

禁止した。そして市外地でも多くの庖が閉庖を

命ぜられた。こうした圧迫の中で多くのメンノト

一派がダンツィヒを去って， フリードリッヒ大

王統治下で寛容政策がとられていたケーニヒス

ペルク，エルピング，そしてアムステルダムに

移ったのである 70)。

表 V-2 1772年ダンツィヒ近郊(市領外〉メン

ノー派

1.火酒蒸留業 18 (+兼業 8)

2. 卸 売 商 人 4 

3. 小売・行商人 46 

4. 手 工 業 40 

5. 専門・技能職1) 4 

6. 労働者・雑業 4 

7. 無 職 6 

8. 計 122 

9. 家 族 人 口 473 

10. 雇 人 63 

総計 536
1) 教師 2. 計量職 L 産婆1.Ludwig， a. a. 0.， 
S. 161-5. 

求め農民となる例も多かった。(例えば， 有名な
建築技術者ウィーベ Wiebe の他 Jantzen，
Bestvater， Penner， De Veerなど) これは，
ダンツィヒのメンノ一派に加えられ続けた社会的
.経済的な不愉快極まる差別のせいであろう。
Penn巴r，a. a. 0.， S. 393. 
70) 1772年に第1次ポーランド、分割によりプロイセ γ
王国に編入ぎれたダンツィヒ近郊村落(市領内飛
地アルト・ショットラソト， シュトノレツェンベノレ
グ，シトリッツと， 市領に接する/イ・ショット
ラント，オーリヴァ Oliva. シェーンフェノレト
Schonfe!d，ラングフーノレLangfuhr，カノレツイン
カKarczinka)のメンノ一派は，表Vー2に見る
通り， 全く非農業的職業に従事しており，その中
には， 全メンノ一派中最も富裕な13名中10名(商
人3，呑宇料庖5，毛織物応1，皮革主工1) が含
まれていた。 Ludwig，a. a. 0.， S. 269.しかし，
ダンツィヒ市内での営業を圧迫された市内メンノ
一派の大規模な来住は見られなかったようであ

る。

エルピングでは， 1531年頃からネーデ、ルラン

ト人亡命者の流入が目立って増え~これら亡

命者の一部は，飲屋や自宅で、市民を誘い込み，そ

の誤った教えの害毒を流し~，国憲 Constitutio 、

により禁止されているにもかかわらずこれを官

して集会を開jいている， と伝えられでいる。こ

のため， この市を管轄するエノレムラント司教マ

ウリティウス・フェルバーは，エノレビング市参

事会に強い圧力を加えてこれら亡命者を追放さ

せようとしたが，市参事会は消極的であった。

ただし，エルビング市に滞在していた亡命者の

一部は， プロイセン公国の入植に参加すベく立

去った。しかし，その後1536年再洗礼派の一群

が， プロイセン公園に入植すべくこ Lに到着し

た。これに驚いたポメザ、ニエン苛教シュベラー

トゥスの要請でホーラント大管区長はその入国

を拒み，彼等はそのま Lエルピングに止ってい

る。そして，この後もエルビングでは，有名な

ギムナジウムの校長で聖餐象徴主義者のフマニ

スト， グナフェウスがポーランド王の圧力で辞

職・退去に追いこまれたとはいえ， これら亡命

者たちは40年代を通じて比較的平穏な避難場所

をうることができた。しかし，これら亡命者の

中心である商人・手工業者の経済活動は，手工

業ツンフトの反感を掻き立てずにはおかなかっ

た。 1550年，彼等の苦情申し立てを受けて，国

王ズィグムント二世アウグスト Zygmund II 

Augustはエルピング市内の再洗礼派の追放を

命じたが，彼等は市領域内の市民の所有地にか

くまわれ， 1559年には，プロイセン公園を退散

した亡命者たちもこれに合流した。その後もポ

ーランド王は， 1556年のプロイセン等族議会

Landtag で再度追放を要求したが， エルビン

グ市は市外の市領農村については何等手をつけ

なかったばかりか， 1568年からヨースト・ファ

ン・カンベン Joostvan Campenら何人かの

メンノ一派が住みついている。そして， 1572年

の追放令も，その実施を毎年延期さiれた。その

うえ 1585年には遂に2人の絹物商ヨースト・

ファン・カンベンとハ γス・フデン‘ー Iケ戸ーレン
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Hans van Ceulenに市民権が与えられた。ここ

れは，彼等の容を事している業穫が既存のツンブ

トと競合Lていな夫、ことを理由としており，恐

らく市当局私ダンツ 4 とに対抗して，絹織物

i生糸の輸入業務を自市に寺Id"つけておこうと

目論んだのであろうo そして; 15901容には， フ

ランドル派の集会所が誕生じている。 1612年に

は16λのメンノ…派が市内に麓往し. うち6人

は1619年設で、に蔀市貴族のギルド，墾ゲオノレグ

克弟関 5t.Georgen…Bruderschaftの会員と

なった。しかし， ご巴ノレピング自身の経済的基撃

は 18世記さと通じて絶えず詑下しつ L あり，

1748王子以降ら ダンツィヒからの移住者を迎えた

後も，市内のメンノ一派の数は決して大きなも

のとはならず，ポーランド第一次分割によって

プ口イ々ン領'/z:，編入された1772年当時， 33~実族

148入に過ぎなかった7')。
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Ludwig， a. a. 0.， S. 235司6.
33 

VIダンツィビ市領幾村におけるメンノ

一派の入媛

このように， 認すおの商工業と競合する外来ネ

ーデルラント人， とりわけメン/一派の市内あ

71) P告nner，a. a. 0.， S. 56-60， 102; Ludwig， a. 
a. 0.， S. 50;市民権を与える僚の宣誓 E始rger-
Eidは，メンノ一派の教義と正面から衝突したが，
エノレピング市は， Ja， Neinのみで主主緩と認めーー
ダンツィヒの抗議を押して一一市民に採用した。
そして， その後は， 1642年のザハリアス・ヤンス
ゾーソ ZachariasJansz.のように葡萄滋綴人の
場合?にも市民機が授与されているo Szp告r，a.w.， 
p禽 68，n. 2.なお， 品ノレピγグでも， メンノー派
には鋳売商業が1614年に禁止され， 家主設の購入も
ノレター派に後うた権が認められるなど， 差別はあっ
たが， ダンツィ Kよちは皇室かに緩かで、あった。

るいは郊外定住には終始厳しい制限合課したダ

ンツィヒ市は，市領農村への入植に閉じでは，

越の都市や所領に先んじてこれを積極的に推進

したのマあっ

ドイツ畿士閉鎖当時，ダンヅィ、ヒは城壁内の

市中とその東側5ヶ村 (Bauamt)を領有して

いたにi騒ぎなかったが， 1454年のポーランド王

への帰震に当って，ダンヅィガー .ij品/レ〆

Danziger Werder C5tublauer Werder)，ネ

ー/レングNehrung，ダンヅィヒ高地Danziger

Hoheなどを授与され， さらに1530年，品ノレム

ラント司教からシャノレパウ 5charpauを15，000

マルクで翼収じ，こうして， 66ヶ村450km2の

広い農村地域の領主となった。そして，これら

全領域は1585年のシ品テブァン・パトーリ主の

特許状により，議終的に確認され， 1792年のプ

P イセン王酪編入まで変ることなく領有し続け

しかし，その大部分は海底下ないし海抜

2m以下の低湿地でト，とりわけぷノレピンガー・グ

ァイタ.t;ルの湾口地袴 Weichselhaffkanipen

の泥洲は水鳥のフミ密のま L放議まされ，棄の綬鑓

懸だけ放牧地として料用されたに過ぎなかっ

た72)。

ダンツィと市はもちろん， ドイツ騎士留の撤

港以来中断していたこれら低混地を干拓する

数建設や排水路開削の事業を夜間し，市長品}

ベノレハルト・ブ;c.Aパ-13らこれを地代年1400
?ノレグで議負った。しかし， ブェノレバーは， そ

の後市畏の排撃翠動の的となって1525年市長を

72)〆ンツィじ市鎮の幾村地区立〉一覧11，Foltz， a. a. 
0.， S. 510-6; G. Dabinnus， Die landliche 
Bevol長erungPommerelle探si例 Jahr1772 
mit Einschlus des Danziger Landgebietes 
im Jahre 1793 (Beitrag告 zurGeschichte 
und Landeskunde OsトMiteleurop昌弘 hrsg. 
von J. G‘H記rder-Institut，Nr.告;Marburg( 
Lahn， 1953)， S..151-6さと参照。このうち， Bauamt 
とは市の慾築部 Bauamtがその行政も担当し
たのでこの名がつき， 1454年， 大・小プレ←ネン
ドノレフ Gr.und Klein Pleh関 ndorfが追加きれ
ずこ。またダンツィ kは， ヰミーランド王への貸付の
担保として，酋隣のブック(プッツィヒ)のシュ
タロスタイ StarosteiPutzigを1455年から保寂
したが， 1545年に返還さ完全られた。



1985. 6 
ヴェストプロイセンにおけるネーデノレラント系メ γノ一派
コロニーの形成とその経済活動 (1525-1772) (2) 石坂 29 (29) 

辞しこの契約も更新されることなく終った。し

かるに， 1520年から相次ぐ洪水， とりわけ1540

年と1543年の堤防決壊は，市のすぐ東側のヴェ

ルダー低地10ケ村を水びたしにしたから，市自

身が浸水の危険に脅かされることになった。し

かし，旧来からのドイツ人農民は，その土地保

有に対して義務づけられていた排水路開削の資

金もなくまたその能力も欠いていたため，地代

を支払うことができず，市民に土地を売ろうと

しあるいは補償を受けて自発的に退去しよう

とするものが続出した。市側は，これを機に，

これらの村々の住民をヴェルダー内の高地の村

々にゲノレトナ-Gartnerとして移し， その跡

に，ネーデルラント系亡命者を入植させわ。当

時， こうした短水した低湿地を干拓して牧草地

に変える能力を具えていたのは，ネーデノレラン

ト人をおいてなく，そのために市は再洗礼派=

メンノ一派の信仰にも目をつぶったし，またこ

の機会に， 14世紀以来固定され，実質上甚しく

低下した地代を一気に引上げようと試みたので、

ある問。

先ず， 1547年3月27日，プロイセン公アルプ

レヒトの事業代理人として1539年以来活躍して

来たネーデノレラント人へノレマン・ファン・ボン

メル Hermanvan Bommelと， オストプロイ

センのシェーンベルク入植地になお止まってい

たテンニエス・フローリッセン TonniesFlo-

rissenが，シャルフェンベルク Scharfenberg，

ランダ、ウ Landau，シュベールリングス Vルフ

ァー・ブ、ルーフ SperlingsdorferBruchをク

ノレム法により， 世襲的に永代 erblichund 

ewiglich保有し， 最も適当な方法で耕作・利

用することを認められた。そして入植者は隣村

に迷惑をかけぬ限り自由に掘割を設けて排水風

車により水を掻き出すことを許され，また堤防

賦役を含め一切の賦役を免除された。なお，村

役人 Schulz の選任も村民の自由に委ねられ

73) Foltz， a. a. 0.， S. 190. ポーランド玉に対する
夕、ンツィヒ市当局の弁明(ダンツィヒ市領農村農
民の立退きについて，土1555年〉は Szper，a.ω.， 
Bijlage I. 

た。地代は，最初の 5年聞は全免，その後はフ

ープェ当り年4マルグと定められた。この場合

には，実際には名義人両名以外に，テンニエス

・フローリッセンの兄弟と思われるアドリアン

Adrian， それにヨーハン・メラー Johann

Moller，ベーター・ヤンツェン PeterJantzen， 

ヨーハン・コンラット Johann Conradの言十6

人が，十シャルフェンブノレグでそれぞれ5フーフ

エiを保有し，本土地保有者Stambesitzerと称

せられ村長を順番に出していた。恐らく彼等が

必要な資金を提供したのであろう。そして，実

際の入植者は本土地保有者から再小作 Unter司

pachtしており， 1675年には16経営を数えた。

これらの入植者は， フローリッセンの場合と同

様， 1543年の信仰取調に怯えて，シェーンベル

クなどのオストプロイセンの入植地を逃げ出し

た人々を中心としていたに違いない。例えば，

1539年のシェーンベルク入植の代表者の一

入札 ラウ Lauの一家やヒレプラント・レイケ

Hillebrand Ryckeなどが再小作人 Unterpa-

chterの聞に見出されている 74)。

これに対して，ライヘンベルク Reichenberg

の48フーフェを同様の条件で与えられたブィリ

ップ・フレッセンは，ダンツィヒ市の安全保証

状 Geleitsbriefを得て， 入植者勧誘のためネ

ーデルラントに赴いているが， どれだけの農家

を募るのに成功したかは詳かではなし、。シュメ

ルブロック Schmerblockの60フープェも1552

年2人のダンツィヒ市参事会員(ヨーハン・シ

74) Penner， Ansiedlung， S. 12-13.へルマン・ファ
ン・ボンメルは， へノレダーラント公の庶子でブロ

ニゲン総督で、あったカレル・ファン・ヘルレ Karel
van Gelreの宮廷付司祭で，恐らく 1536年に一
緒にダンツィヒに渡り， 後，オストプロイセンの
メーメルを根拠地に， アルプνヒト公の色々の事
業の代理人を務め， その子孫の一部はここに止ま
り，大土地所有者=貴族となった。 Schumach巴r，
a. a. 0.， S. 62.なお， ヤン・ファン・ソノレは，
彼をメンノ一派のリーダーに数えているが， 彼は
1550年にダンツィヒ市民となったところから見
て， 恐らくはノレター派であったものと思われる。
Van Alfen， a. W.， p. 217.またアドリヂン・フ
ロリッセンについては， 21頁，注53。
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表 VI-1 ヴェノレダーにおけるメンノ一派入植地

士1955年 1613年

旧地代新(マ地グ代)フーフェフーフェ料
(マルク) ノレ 数 数

Scharfenberg 20 108 27(+3つ 30.5 
Laudau 39 108 27(+3勺 30.5 

Weslincke 10 160 44.7 

Reichenberg 10 172 48 41.7 

Schmerblock 12 220 56.9 

Altefehr 17.3 

Schonrohr 13.2 

91 768 234.8 
* 免租地
料この他 Bauamtの Plehnendorf12. 2， Neuen・
dorf 22.4， Krauskrug-Ruckfort 4.0，計 38.6
フーフェ。 Penner，Ansiedlung， S. 15; Szper， 
Nederzettingen， pp. 232-34. 

ュトゥーテ JohannStute他) とその共同事

業者， ヴァルター・フォン・ホルテン Walter

von Ho1ten，ゲ、ルト・クラウセン GertClau-

ssen (Klassen)，フリードリッヒ・ゲノレトソン

Friedrich Gertson (Gortz)に授与され，ネー

デルラント系メンノ一派が入植しているしヴ

ェスリンケ Weslinckeも1552年，ダンツィヒ

市民に授与されたうえ，更にネーテソレラント人

メンノ一派に再小作に出された。こうしてヴェ

ルダーの5つの廃村から，ダンツィヒ市は実に

768マルクの年収をうることができるようにな

り， これまでクルム法により固定され，実質上

は大幅に低落していた旧来の地代収入91マルク

を一挙に引上げることができた。またケーゼマ

ルク Kasemarkは，海面下の低地ではなかっ

たが堤防に近いため水びたしとなり，結局住民

は残った資産の補償を受けて立ち退いている。

もちろん，このような旧来からの農民の土地回

収とネーデルラント人への貸与は，旧村民の抵

抗を惹起さずにはおかなかった。彼等はポーラ

ンド国王ズィクムント二世アウグストにその不

当を上訴したが，ダンツィヒ市当局は，彼等が

水没耕地を復興する能力のないことを盾に，そ

の措置の正しさを主張し，国王もダ、ンツィヒが

市領農村の農民に対しては完全な裁判管轄権を

有することを承認して，手をヲ，，，、た。その後，

同様にして，アルテフェール(ブライトフェル

デ)A1tefehr (Breitfelde)が， 1556年，市参
事会員ヨーハン・プロイテ JohannProite に

授与され，ネーテ、ルラント人の入植が進んだ。

また，シェーンロールも， 1613年までに圧倒的

にネーデルラント人の居住地となった75)。な

お，同じくオストプロイセンを退散したネーデ

ルラント人の大規模な入植としては， 1559年の

クローネンホーフ=ヴォルデルKronenhofu. 

Wordelの52フーフェがあり，すでに触れたシ

ェーンベルク村の入植事業の代表者の一人であ

ったフーゴー・マティアス Hugo Matthias 

(Huygh Mattysz.)が市からこれを借りてい

る。その後ネーデ、ルラント系メンノ一派の入植

地は，新しい亡命者の流入や子弟の分家により，

ヴェルダー内のツュンダー Gr.und Kl.Zun-

der， ヴォースラフ Woβla妊， シェーナウ

Schonau，シュピーリングスドルフ Spielings幽

dorf， ヴアイスホーフ=シャイベ Weishof-

Scheibe，バウアームトのプレーネンドルフ Gr.

u. Kl. Plehnendorf，ノイエンドルフ Neuen-

dorf，市域内の貴族，修道院=養老院領飛地で

あるクヴァーデンドルフ Quadendorf， クラム

ピッツ Krampitz，ノインフーベン Neunhub-

en，ナッセンフーベン Nassenhuben，ホッホツ

ァイト Hochzeit， ヴィスワ対岸のホイブーデ

75) Penner， Ansiedlung， S. 15-16; Szper， a. w.， 
pp. 44-5. ヴェノレダ一地区では， 1566年にライヘ
ンベルク近くで 4フープェ22.5モルゲ、ンが，

Phillip AlbrechtとJanPetersenに20年の長
期借地で (3年間免除， 後 1モノレゲン当り1.75
マルク〉貸出されている。ヴェスリンケで、は， 1622
年に CornelisJansenが1フープェ25モノレゲ、ン
(1モルゲン当り 3%，マルク)を， 1631年には，
Andreas J ansen が2フープ"，26モノレゲンを借
地している。シェーンロールで、はAndreasHein 
が， 1604年から， 10年契約で10フープェ3.5モルゲ
ンをそノレゲン当り 4弘マルクで， 8フーフェ 17.1
モノレゲンを2.5マルクで借りてしるo グレービン
Grebinでは， Joachim Heinが1632年に1フー
フェ15.5モルゲンを 1モルケ、ン5マルクで借り出

じていた。
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表 VI-2 ダンツィヒ市領農村におけるメンノ一派農民の経営規模

経 営 規 模 (フープェ)
経営

年 |5l413jol2j0 11joloj1lO 総数
3.9 I 2.9 I 1.9 I 0.9 

Scharfenberg 1675 38.5 
(30) 1725 38.5 

1748 18.6 

1763 10.3 

Schmerblock 1675 53.5 

(57) 1725 60.8 

1748 10.8 

1763 4.9 

Woβlaff 1675 48.5 1 

(57) 1725 43 1 

1748 31 l 

1763 34.2 1 

Neuendorf 1675 25.5 
(20) 1725 26 

1748 16 

1763 5.8 

Neunhuben4) 1675 10 
(9) 1725 10 

1748 10 

Krampitz. 1675 18.3 

(7) 1725 19.8 

1748 13.3 

Freienhuben 1734/37 38.1 
(47) 1765 38.4 

1771 16.5 

1) +非メンノ一派3 2) +非メンノ一派8
( ) 1992年の村落フープェ数
H. Penner， Ansiedlung， S. 72， 77， 81-2. 

ン Heubudenへと拡散していった76)。

また， 16世紀末からは， ビンネン・ネールン

グBinnen-Nehrungやシャウパル Scharpau，

そしてハフカンベンの一部に入植が進んだが，

これら第2代目の入植の多くは，旧入植地を基

76)市当局は，この土地を長期借地 Emphyt巴usisで
貸出し， マテイスゾーンは自費を投じてこれを干

、拓した。 しかるに，この契約に対して市民から非

難が出たためか， 市当局は契約書を手渡さなかっ

1 I 
1 

1 

1 

3 8 4 16 

4 6 5 16 

3 1 5 

2 1 4 

2 8 20 1 32 

2 10 21 1 1 34 

3 3 6 

1 2 3 

1 3 12 18 

2 4 8 1 161) 

2 4 5 1 122) 

1 7 10 

1 6 2 1 12 

2 2 5 2 11 

1 1 4 1 73) 

2 1 3 

1 4 3 8 

2 4 6 

2 4 6 

1 4 5 10 

1 5 5 11 

3 6 9 

3 5 8 1 17 

3 9 4 3 19 

1 2 1 4 

3) +非メンノ一派5 4) 貴族領

地とし，資金や家畜を準備したものであった。

ダンツィヒ市当局は， 1593年，一挙に200フー

プェ (66戸)の造成によって 8つの新村の建設

を企てたが，入植条件が折合わずまた一度にこ

れだけの希望者をうることができず実現を見な

た。このため， 漸く土地が収穫を上げるようにな

った時， マテイスゾーンは契約書の交付を強く要

求し ポーランド主に訴えてこれを得た。(国王

の命令書は， Szper，a. w.， 13ijlageIII)‘ 
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かった問。 このため， 子行は 17世紀初頭のプ

リンツラファ…フェルダー Prinzlafferfelder

(1641年ブライょたンフ…ベン Freienhubenと

改名)のような新村 (20.5フーブェ)を別と

れば，既存の村護九あるいは村外の低機地に

個々に，数ブーツェ単位で入植させた。

最後にシャルパウでは， 1562年にブルーナウ，

1592年にう7--1ーゲオルト Tiegeortの騒土問領

時代からの村落需に入櫛したのに続三仁アノレデ

パ y ケ Altebakke，パイニLノレホルスト Beyer-

horst， ズーゼ9"アルト Susewald， シャノレパ

ウ，ジ品ウ。品ンテカンプ Schwentekamp，カ

ルテへんベルゲ Kalteherbergeといった新し

いメンノー派の村搭が17世紀のうちに誕生して

いる 78)。

しかし， これらダンツィヒ市領農村のメンノ

ー派は， 17世紀後半から18泣組合通じて次第に

減少して行き，もっと恵まれた条件の入植地，

ティーゲンホーツ御料地 τiegenhoferOkon-

omle，ベーアヴアルト領 B義主waldischesGe-

biet，マリーユンブ、ノレク櫛料地 Marienburger

77)市当局は 25ブーブェずつ8ヶ村を建設し，各入
植え誇に3ブ}ブヱを予定した。地代は， 10年間1
ブーツぉ 7.5マルク，以後15-;>ノレクとされ， その

後引上げる可能性も残している。 ま

の場合， 市は土地を回収しうること，保有地の然

断売却，分綴を禁止し 2-3男には小地jすしか
分与しえぬことな定量うていた。 Penner，a. a. 0.， 
S.26. 

78)ネ…ルン夕、やシャノレパウの側々の入植地について
は， P配nner，a. a. 0.， S. 37ω42;ネールングの
東端，シュトゥットホ…フ StutthofのlE確な入
綴の年は不際であるが，少くとも1665生存には， 村
長ヤーコプ・ベストファータ… ]acobB邑stvater
以下の村民団体 Nach加rに2.5フープェを5年
契約で，モノレゲンき怒号 2マルクで貸出してい
る。 Szper，a.髭1.，p. 238句 Bij1ag母 IV
を参照。 シャノレバウの大きな入植地i'i， アノレテバ

ッケとバイエノレホルストであるが， 1727年には，
総務tこ18経営 (22ツーブ品25モノV7ン)，後者は12
経営 (17ブ…フェ 5よれレゲン)が定住していた。
ネーノレγグは， 最初から短期借地で， 1780年代
に入って，やっと長期護者織に切換えられた。なお，

バウアーム'トやヴぷルダーについては r船主クノレ
ム法による盤整民保有地以外広 できるだけ短期潜

滋の方針をとったと怒われる。

Okonom誌に移り住む傾向にあった。それは何

よりもまず，ダンツィヒ治、が採った契約方式の

せいであった。他の諸地域では，メンノ…派は

Nachbarschaftとして入植契約を

結び， その借地期隠も 30~40年の長期借地

Emphyteusis によっていたのに対し，ダンツ

ィヒ市当鶏は， 16世記半ばの初期のクノレム法に

よること地保有毒r封にすれば，できる眠り 5年と

いう短期契約 Mietな個々の農民と結び，貨幣

価伎のード務に対応するのみならず結えず有蒋な

地代改訂を自論んでいたし，載っさえ，地代未

納に鎮えて主主当権を殺定Lていた功。

さらにルタ一派による信持への圧迫も，メン

ノー派の生践を脅かしていた。1570年，市は新生

饗VI-3 ダンツィヒ市徽農村の地代負裂く1790年〉

A B 
フープ成 地~ fl.D BjA 

Bau謹mt fl Jレム法 85.3 9，164 107.3 

ま進湖総主主 16.8 1，085 64.8 

短主選後地 27.4 19，082 696.4 

W悲rder flノレム法 12)898.8 13，513115.1¥ 

9，6033) f 10.、81
n 4) 233.4 5，208 22.3 

長期告を地 118.0 15，777 133.7 

銭湯借地 72.3 18，598 257.2 

Nehrung長期 f善治 514.4 20，466 39.8 

Scharpauグルム法 37.1 841 22.7 

ま長期借地 267ふ 11，902 44.5 

1) fl.口Guld邑n口1.5M議1・k 2) ，沼ドイツ騎士関村落
3)賦役代納金

4)メ γノー派入議室村落 Alt母fehr，Landau， 1ミeich母ル
国rg，Scharfenberg， Schmerblock， Schonau， 
Spielingsdorf， Weslincke. 
M. Foltz， Geschichte der Danziger Stadthaushalts 
くDanzig，1912)， S. 510-16. 

7合〉たとえば， ヴr匁ス予ンケのヤン・コノレネジッセン
J旦nCorneli語sen は1642~7年。i こ 1 フープェ 20そ

んゲγを1モルゲン当り 5-"ノレクで借地したが，

地代はその後一一一焚幣1面総はほx安定しているな
かで…-47~52年に5.5マルク， 52-57年応7;5マ

ルクと 5舗もヲ!上げられた。向じく， ヴェルダ

のグレ…ピシでも， 前述のヨハとム・ハインの

借地は， 1632年モノLゲン当り5マルク， 42-47年，
6.5-;>]レタj 47:.".，62年7-;>ノレタ， 65~均年7.5-;> ノレ

ダと上昇、を続けた。 Szp記r，a. W ..， pp. 48白9.



1985. 6 
ヴェストプロイセンにおけるネーデルラント系メンノー派
コロニーの形成とその経済活動(1525-1772) (2) 石坂 33 (33) 

児に生後3日以内に洗礼を施し，ノレター派の教

会税として，フーフェ当り1.5マルクを拠出す

るよう，違反者には罰金をもって厳命した。恐

らくメンノ一派は飽くまでもこの命を拒み罰金

も払わなかったと思われるが，このルタ一派の

教会税は次々に生れる新村でも要求され続け

た。また1613年のスウェーデン=ポーランド戦

争に際して市当局が農民をも市民軍に徴兵した

のに対し，メンノ一派はこれを断固拒否t-，市当

局との聞に紛争が生じた。結局この問題はメン

ノ一派がフープェ当り 3.5グ、ルデン (5.25マル

ク)を代納することで妥協が成立した。その

後， とりわけ，スウェーデンとの戦争 (1655~

60年)による荒廃とダンツィヒの経済的衰退の

中で，メンノ一派への風当りは強まり， 1660年

から，公けにはメンノ一派の礼拝が禁止された

のである 80)。

こうした様々の圧迫と戦禍，風水害が相侯っ

て，メンノ一派のダンツィヒ領からの流出が相

次いでいったので、ある。

80) Penner， Ansiedlung， S. 22; ders.， Die ost-
und westpreusischen Mennoniten， S. 115-19. 
1650年には， 11メンノ一派批判dlInformatio con-
tra mennonistas とL、う匿名のパンフレットが
流布されていた。
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